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英国オープン・ユニバーシティにおける単位認定と評定サービス

森　　利枝*

１．はじめに

英国オープン・ユニバーシティは，規模の点からもまた国際展開の推進の点からも，世界有

数の「開かれた大学」のひとつである。オープン・ユニバーシティは，わが国の放送大学が設

置に当たって範型をとった機関であり，わが国では英国の「放送大学」と呼称されていたこと

もあるが，実際には通学制の部分をも併せ持つ，大規模な総合大学であるといえる。オープ

ン・ユニバーシティでは，この「オープン」の意味するものとして，1人々に対してオープン

であること，2場所に対してオープンであること，3学習方法に対してオープンであること，

4信条に対してオープンであること，5時間に対してオープンであることを挙げている。

このような，高等教育の柔構造化の推進とでもいうべき使命を反映して，オープン・ユニバ

ーシティでは，さまざまな高等教育機会を通じて遂行された学習を評価して，単位，ひいては

学位などの資格に繋げるという仕組みを持っている。そのひとつが単位移籍（credit transfer）の

制度で，ここでは高等教育レベルの学習で得た単位を定められたスキームのもとで受け入れ，

学位取得のための要件として加算するという仕組みが実施，推進されている。また，オープ

ン・ユニバーシティには，単位累積加算（Credit Accumulation and Transfer: CAT）の制度を維持

推進する仕組みも備えられている。全英学位授与評議会（Council for National Academic Awards:

CNAA）が1992年の「継続・高等教育法」の定めにより1993年に解散することに伴って，それ

までCNAAが果たしていた単位累積加算を支援する機能を引き継ぐべく，1992年から「オープ

ン・ユニバーシティ評定サービスOpen University Validation Service: OUVS」が設置された。現在，

オープン・ユニバーシティではこのサービスを通じて単位累積加算制度が運営されている。こ

のサービスの中で，オープン・ユニバーシティ以外の教育機関等の組織による教育の質を評価，

担保することをも業務のひとつとされている。

オープン・ユニバーシティは，1969年に大学として勅許状を受けて以来，遠隔教育以外にも

高等教育のアクセスの拡大を目的としたさまざまな事業を展開している。本稿ではそれら諸事

業のうち，これら学外での学習と深い関連を持つ，高等教育の質と資格に関するサービスにつ

いて概説する。

２．単位移籍制度

２．１　単位移籍の要件

オープン・ユニバーシティは，登録した学生に学士（BAおよびBSc），修士その他の修了証
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や免状を授与する，単一の機関としてはイギリスで最大規模の総合大学であるということがで

きる。1999-2000年度の学生数は，学士課程と大学院課程，イギリス国内国外をあわせて

185,693人であり，同年度に，登録した学生に授与された学位および資格数は次の通りである 1。

第一学位（BAおよびBSc，優等学位を含む） 12,950

上級学位（課程学位および研究学位） 2,941

学士レベルの修了証・免状 9,706

大学院レベルの修了証・免状 6,674

オープン・ユニバーシティでは，これらの学位等の資格を得るために必要な単位として，学

習者の既得の単位を移籍することを認めている。この制度を通じて，学習者は下記に列挙した

オープン・ユニバーシティが授与している学位と，認定している資格のうちの一部を得ること

ができる。

BA/BSc degree （専攻名称なし）

LL.B Degree 

BA Honours History 

BA Honours Literature 

BA Honours Humanities 

BA or BSc Honours European Studies 

BSc (Hons) in Natural Sciences 

BA (Hons) in Business Studies 

BEng 

Bachelor’s Degrees in Named Subjects 

Diploma in French 

Diploma in German 

Diploma in Health & Social Welfare 

Diploma of Higher Education (Social Work) 

MMath 

MEng 

Postgraduate Diploma in Computing for Commerce and Industry 

Postgraduate Diploma in Manufacturing: Management and Technology 

Joint Postgraduate Diploma in Computing and Manufacturing 

Postgraduate Diploma/MSc in Environmental Decision Making 

Postgraduate Diploma/MSc in Development Management 

Postgraduate Certificate in Teaching and Learning in Higher Education 

Advanced Diplomas in Education 

MA in Education 

MA in Humanities 

MA in Open and Distance Education 

MSc in Science 

MBA 
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Professional Certificate/Diploma in Management 

MBA (Technology Management) 

以上，30のスキームが用意されているが，ここでは第一学位に相当する学士の学位を取得す

るための単位移籍を中心に，その取得要件を見ていくことにしたい。

オープン・ユニバーシティでは，単位制度を基盤としたいわゆるモデュール形式をとってい

る。オープン・ユニバーシティでBAないしBScを取得するためには360単位の履修が要件とさ

れており，1科目は30単位ないし60単位に相当する。また，他のイギリスの大学の例に漏れず

学士の学位には普通学位と優等学位の別があるが，オープン・ユニバーシティではBAおよび

BScについては普通学位のみを授与し，優等学位はそれ以外の，専門分野名の付記された専攻

学位named degreeに関して授与される。普通学位を取得するためにはレベル2以上の科目で240

単位以上を修得することが求められているのに対して，優等学位はレベル2以上の科目で修得

すべき240単位以上のうち，120単位以上がレベル3の科目であることが求められている。

また，この制度を用いて学位取得に必要なすべての単位を移籍できるというわけではない。

まず，オープン・ユニバーシティからBAないしBScの普通学位を授与されるには，オープン・

ユニバーシティで開設されているレベル2以上の科目で120単位以上を修得することが求められ

ている。いっぽう優等学位の場合はレベル3の科目で120単位以上をオープン・ユニバーシティ

の科目を履修して修得しなければならないという要件が課されている。これらの要件について

は図1，図2にまとめて示した 2。

さらに，学習者が取得する学位がBAになるかBScになるかは，積み上げられた360単位以上

の単位の内容のバランスに依拠することが定められている。またその判断のためには原則とし

て180単位以上のオープン・ユニバーシティの科目を履修することとされている。

これらのBAおよびBScの取得要件は，専攻名のつかないオープン・デグリーの取得要件であ

るだけに比較的シンプルである。これに対して，たとえば単位移籍制度を利用した学士（エン

ジニアリング）の優等学位BEngは，必要単位360単位のうち外部から移籍できる単位について

は最大210単位と，専攻名称のないBSおよびBScよりも30単位少なく設定されている。またオ

ープン・ユニバーシティで取得しなければならない150単位のうち，「T191：エンジニアリング
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図1 学士学位取得単位要件（普通学位）

レベル3

レベル2

レベル1

240単位以上
（うちOUの単位：120単位以上） 360単位以上

図2 学士学位取得要件（優等学位・専攻学位のみ）

レベル3

レベル2

レベル1

120単位以上
（うちOUの単位：120単位以上）

360単位以上
240単位以上



人材キャリア開発」の科目と「T397：専門エンジニアリング必修技術」についてはともに15単

位ずつの修得が必須とされているほかに，レベル3の実験の科目から30単位を取得し，また工

学，数学，科学のうち2科目を通学コースで修得しなければならないとされている。また，210

単位以上がレベル2以上の工学，数学，科学の科目で得られた単位でなければならず，さらに

これら210単位のうち90単位がレベル3以上の工学，数学，科学の科目で得られた単位である

こと，また60単位がレベル2以上の工学の単位であることなど，専攻分野の特性を反映したよ

り細かい要件が定められている 3。

この，単位移籍制度を利用してオープン・ユニバーシティに移籍できる単位については，あ

らかじめある程度の枠組みが定められている。オープン・ユニバーシティでは，次のような原

則を掲げて単位の移籍を判断している。

・イギリスの高等教育のレベルに相当すること

・正式な評価（学外試験委員による評価等）がなされていること

・学術的であること

この原則にしたがって，単位移籍制度の運用に当たっては前述の学習のレベルに関する要件

の他に，教授法（遠隔教育，対面教育など）や，単位取得の時期などの観点から，学習者の既

得の単位が評価される。この，単位取得の時期に関しては，まず1971年以降の学習のみ単位移

籍できるという全般的な定めが設けられている。また，単位認定の基になる個々の資格につい

ては，BAやBScに関しては，現在のところこの大枠の定め以外には単位の取得時期にかかわる

規制は設けられていない。専攻学位については，法律に関する単位は移籍前6年以内に取得さ

れたものであることとされており，また情報工学，MBAなどに関する単位は10年以内に取得

されたものであることが求められている。なお，この単位の修得時期に関する規制については，

高等教育水準保証機構（Quality Assurance Agency: QAA）から，専攻学位に関しては移籍できる

すべての単位を10年以内に取得されたものとするよう，オープン・ユニバーシティに対して勧

告されている。

２．２　移籍できる学習

オープン・ユニバーシティの単位移籍制度を通じて学位等の資格を得るために移籍できる学

習は，前項で示したような一定の水準を担保しうる枠組みのもとで遂行された学習であること

が求められている。実際に移籍が認められている学習の種類は，おおむね以下に挙げるとおり

である。

1．イギリス及びアイルランドの学位授与機関における第一学位課程の学習

2．実務技術教育評議会（BTEC）ないしスコットランド資格協会（SQA）が発行した上級国

家免状（HNC）ないし上級国家資格（HND）のための学習

3．アイルランド国立学位評議会による免状，修了証のための学習

4．イギリスとアイルランドにおける，教員養成課程修了証および教員免状取得のための学習

5．准看護婦資格のための学習

6．イギリス職業資格（NVQ）とスコットランド職業資格（SVQ）のための学習（ともにレ

ベル4－5）

7．イギリス会計士協会による認定試験のための学習
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8．陸・海・空軍学校における学習

9．外国の教育機関における学習

これらのうち，1，3，9以外に挙げた学習は，すべて職業訓練，あるいは職業資格の獲得のた

めの学習である。イギリスにおける職業資格と学術資格の融合・架橋の試みが，このオープ

ン・ユニバーシティの単位移籍制度にも見て取れるといえよう 4。

なお，1に挙げたイギリス及びアイルランドの学位授与機関における第一学位課程，すなわ

ち高等教育において得られる最初の学位のための課程における学習のうち，イギリスの大学で

の学習で得られた単位については，BAおよびBScの学位授与をめざした単位移籍を行う際には，

表1の対応表に示したような取り扱いがなされている。

さらに，大学院課程における学習は，90単位を上限として移籍することが認められている。

また，上記9に示した外国の教育機関における学習に関しては，単位移籍制度を管轄している

単位移籍センター（のちに詳述）は，全国学術資格認証情報センター（National Academic

Recognition Information Centre: NARIC）と協同してその評価を行い，おのおのの学習がオープ

ン・ユニバーシティのどのレベルの学習に相当するかを判断している。

２．３　単位移籍センターと移籍申請

上記に述べたオープン・ユニバーシティの単位移籍制度を運用して，学習者が他の学習機会

を通じて得た単位をオープン・ユニバーシティでの資格取得のために換算するための組織とし

て，単位互換センター（Credit Transfer Centre）が設けられている。単位互換センターは，学生

及び教員に対し，単位移動に関する情報を提供することに加え，単位移動のための枠組みを運

用することを使命としている。オープン・ユニバーシティにおいてこのセンターが一括して請

け負っている，学外での学習の単位の認定は，原則としてオープン・ユニバーシティで学位な

いしそれ以外の資格を取得するという目的の下に行われているものである。ただし，技術的に

はオープン・ユニバーシティでの資格取得を目的としない，学習経験の単位化だけを目的とし

た利用も不可能ではない。そのことからも推察されるように，この単位の移籍はすべて無料で

提供されるサービスである。かつて科目数に応じて料金を徴収していた時期もあったが，高等

教育への接近の機会を阻害する要素として，現在ではその課金制度は廃止されている。

学習者からの単位移籍の申請は，このセンターに対してなされる。申請は常時受け付けられ

ており，移籍の可否等，結果が学習者に伝達されるまでには，特に問題がない場合には約4週

間を要する。学習者は申請に際して，以下のような学習の事実を証明する書類を提出すること

が求められる。なお，稿末にこの申請のための書式を掲げた。【資料】

・過去に行った学習が完遂されていることの証明書（免状など）
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表1：OU－他大学の単位レベル対応

オープン・ユニバーシティ スコットランド以外の大学 スコットランドの大学

レベル1 CATsレベル1 SCOTCATsレベルSD1

レベル2 CATsレベル2 SCOTCATsレベルSD2・3

レベル3・レベル4 CATsレベル3 SCOTCATsレベルSD4



・履修したモジュールないしユニットの成績証明書

・学習内容と学習時期を示すシラバス等の書類（学位を授与する機関での学習・BTEC・

SCOTEC等）

・技能証明書（BTEC）

・教育訓練記録（SCOTEC）

・成績証明書およびシラバス（外国の機関での学習の場合）

この，単位移籍申請の結果を基に，学習者はオープン・ユニバーシティでの学位等の資格取

得のためにはさらにどのような科目を何単位分オープン・ユニバーシティで履修すればよいか

判断できる仕組みになっている。前述のようにこの制度は常時申請を受け付けており，年間約

10,000件の申請があらたになされている。この申請に対応するため，単位移籍センターには

2002年の時点で，各資格に対する申請を4つのグループで分担するという態勢のもと，21の専

従のポストが用意されている（うち1が空席）。表2，3には，この単位移籍制度によって授与さ

れた学位をはじめとする各資格について，それぞれ申請数と授与数を示した。これらの2表か

らは，専攻名称のないBAおよびBScの学位の授与がこの制度において授与される資格の大半を

占めることのほかに，それまでの専門職指向の強い資格の構成に加えて2000年度から整備が始

まった教養系の優等学位が，急速に需要を拡大していることが見て取れる。
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資　格
年度

1997 1998 1999 2000 2001
BA/BSc 4,111 7,485 8,995 6,706 8,357
Advanced Diplomas in Education 200 153 107 83 54
MA in Education 95 105 106 110 148
Professional Certificate/Diploma in Management 160 174 547 284 91
MBA 165 177 185 179 174
MBA (Technology Management) 13 13 21 24 18
Postgraduate Diplomas in CCI/MMT 62 58 39 39 34
Diploma in Health and Social Welfare 39 39 45 39 54
Diploma in French 16 24 24 9 9
Diploma in German 9 7 4 9 10
MMath 16 34 25 26 49
MA in Huminities 6 2 7 6 14
MSc Science -■■ 0 7 16 10
MEng -■■ 50 119 154 298
Diploma/MSc Environmental Decision Making -■■ 1 2 4 6
Diploma/MSc Development Management -■■ 3 6 6 8
DipHE (Social Work) -■■ -■■ 3 11 10
MA in Open and Distance Education -■■ -■■ 2 7 3
Postgrad Certificate in Teaching & Learning in HE -■■ -■■ 0 0 0
LL.B -■■ -■■ -■■ 53 522
BA (Honours) in Business Studies -■■ -■■ -■■ 9 297
BSc (Honours) in Natutal Sciences -■■ -■■ -■■ 13 308
BA (Honours) History -■■ -■■ -■■ -■■ 38
BA (Honours) Literature -■■ -■■ -■■ -■■ 143
BA (Honours) Humanities -■■ -■■ -■■ -■■ 608

表２　1997年－2001年の単位移籍申請数



３．評定サービス

３．１　評定サービスの概要

冒頭に述べたように，オープン・ユニバーシティでは，従来CNAAが担っていた単位累積加

算の仕組みを引き継いでいる 5。この機能を果たしているのがオープン・ユニバーシティ評定サ

ービス（OUVS）である。OUVSは，「オープン・ユニバーシティの学生が，オープン・ユニバ

ーシティから直接資格を取得することに匹敵しながらも，それとは異なる系列で」6，「高等教

育の全領域において，国内的，国際的な評定を行う」サービスであり，「オープン・ユニバーシ

ティと認定関係accreditation relationshipにある機関において，学位や資格を授与することができ

る」というものである 7。この制度を通じて取得される資格として，次のようなものが挙げられ

ている。

・高等教育レベルの免状・修了証

・第一学位

・専門職ディプロマ

・大学院課程の免状・修了証

・修士の学位（課程学位）

・研究学位

・博士の学位
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資　格
年度

1997 1998 1999 2000 2001
BA/BSc 4,842 6,898 8,290 8,367 8,011
Advanced Diplomas in Education 193 148 96 81 42
MA in Education 118 87 99 69 128
Professional Certificate/Diploma in Management 155 188 478 80 79
MBA 149 183 144 131 153
MBA (Technology Management) 14 12 10 15 13
Postgraduate Diplomas in CCI/MMT 61 55 27 22 26
Diploma in Health and Social Welfare 43 34 19 24 49
Diploma in French 18 18 22 5 5
Diploma in German 6 12 3 5 4
MMath 13 16 13 22 45
MA in Huminities 7 1 5 3 9
MSc Science -■■ 0 4 10 6
MEng -■■ 18 86 171 289
Diploma/MSc Environmental Decision Making -■■ 1 1 0 3
Diploma/MSc Development Management -■■ 1 3 5 6
DipHE (Social Work) -■■ -■■ 0 8 6
MA in Open and Distance Education -■■ -■■ 0 4 1
Postgrad Certificate in Teaching & Learning in HE -■■ -■■ 0 0 0
LL.B -■■ -■■ -■■ 35 493
BA (Honours) in Business Studies -■■ -■■ -■■ 1 279
BSc (Honours) in Natutal Sciences -■■ -■■ -■■ 4 325
BA (Honours) History -■■ -■■ -■■ -■■ 69
BA (Honours) Literature -■■ -■■ -■■ -■■ 162
BA (Honours) Humanities -■■ -■■ -■■ -■■ 437

表３　1997年－2001年の移籍による単位授与数



これらが，現在OUVSが授与するものとしてリストしている資格である。またこの課程認定

とは別に，OUVS単位換算のサービスも行っている。つまり，課程認定が，資格に至る学習全

体をターゲットにしているのに対して，単位換算のサービスはそれよりも小さい，個別の学習

の要素を評価して，その学習を通じて単位が得られるようにするというものである。

なお，課程認定による資格の授与については，上記に列挙したものの他に今後新たな資格が

追加される可能性もあるとされている。新たな資格の認可に関しては，評定評議員会の勧告に

基づき，大学が判断することになっている。その判断の基準は次のようなものである 8。

・認定を勧告されている課程が，その性質と水準においてすでに認定されている資格とは異

なりかつ関連もあること

・認定を勧告されている課程が，すでに認定されている資格と異質なものでないこと

・認定を勧告されている課程に，機関，学生，雇用者から認知され，需要が見込まれること

ここに見られるようにOUVSは，学外の課程を認定し，学位をはじめとする資格を授与する

権限を有している。この権限は，OUVSの学長（vice-chancellor）を議長とする評定評議員会

（Validation Board）を通じて行使される。この評議員会と評議員会の分科会は，オープン・ユニ

バーシティの教職員の他に他大学の代表，商工業者，公務員，認定を受けた機関の代表などか

ら構成されている。

３．２　認定のプロセスとレビュー

ある機関が，OUVSを通じて学生が学位などのオープン・ユニバーシティの資格を取得でき

るようにするには，まずオープン・ユニバーシティの認定を受けなければならない。この認定

のプロセスは，ピア・レビューの原則にのっとっておこなわれる。認定を行うピアは複数の構

成員からなるグループの形態をとり，次のような観点から選任される。

・高等教育に関する知見を有する者と，工業，商業，専門職，公務などに関する知見を有す

る者を含むこと

・認定を受けようとしている組織の外部，他の組織の者から成ること

・高等教育の質の保証と評価，レビューに経験を有する者を含むこと

・イギリスの他の高等教育の規準と実践内容に照らして公明正大な判断ができるグループで

あること

・課程認定と単位換算に関しては，当該分野の研究と，高等教育における教育，学習，成績

評価に知悉した者を含むこと

・機会均等の原則を充分考慮すること

OUVSの認定を受けようとする機関は，このピア・レビューにおいて，以下の観点からオー

プン・ユニバーシティの資格授与に相応しい学習機会の提供者であるか否かを判断される 9。

・適切な学習環境があること

・組織の所有権と学問の自治が分かたれていること

・学問のための組織が構成維持されていること

・質の保証のシステムが備えられていること

・教育スタッフに機関運営の責任の多くがゆだねられていること

・外部の学界との交流があること
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このような条件を満たして認定を受けた課程と，オープン・ユニバーシティとの間では認定

契約が同意される。認定当初の契約内容は次に示すように，認定された側の機関の責任が重く

設定されている。

・評価とレビューを受けること

・単位換算を受けること

・学外試験委員を任命すること

・品質保証の記録を保存すること

・OUVSに情報を提供すること

これらの項目はすべて認定を受けた機関の責任である。それに対してOUVSの側では認定を

与えた課程に対して，

・サービスを提供すること

のみが定められている。ただし，認定から年数が経てば，認定された機関に対してOUVSと

の交渉に基づいて，責任を負うべき項目のうちの数項目に関する権限を委譲されることもあり

うるということが定められている 10。

この，認定に関する契約の中で最も重要な要素であるといえるのが，レビューに関する契約

であろう。OUVSでは認定した課程の質の維持のために，書類調査と訪問調査から成るレビュ

ーの手続きを行うことを定めている。このレビューは，主にOUVSが主体的に行うものである。

しかしながら，このレビューの，少なくとも書類調査において最も重要な部分とされているの

は，OUVSのイニシアチブではなく，認定を受けた機関それぞれの側が行う自己評価

institutional self-evaluationである。この自己評価の書類は，レビューのためだけに特に用意され

る唯一の資料であり，その作成は認定を受けた機関のまったき自主性に任されている。このこ

とを象徴してOUVSでは「機関の自己評価書の形式や内容について言及することはOUVSの本

意ではない」11としている。もっとも，認定された機関にとって，自己評価書を作成するうえ

でのある程度の目安が必要なことは充分推察できることであり，実際にOUVSも，15-20ページ

で，課程の趣旨と本文の内容を実証するような資料を付録としてつけること，機関がすでに集

めた統計数値をできるだけ載せること，資料は表やグラフにすることが望ましいことといった

作成のガイドラインを提示している。提出された資料は，課程の効果，資源の確実性，前述し

た契約内容に関する権限委譲の可能性，学習者への寄与などの視点からOUVSによって分析さ

れる。

一方，訪問調査においては，調査団は学生や教職員と面接して，運営組織と機関の問題点に

ついて討議することとされている。訪問調査団は訪問後1ヶ月以内にOUVSに対して報告書を

提出するが，この報告書が確定されるのに先がけて，OUVSは機関の代表者を招いてレポート

の内容について意見を聞くことが規定されている。

４．おわりに

以上，オープン・ユニバーシティの単位移籍制度と評定サービスという，学外での学習を認

定して資格を与える制度について概説してきた。これらのことから，主に大学評価・学位授与

機構の制度改革に繋がるようないくつかのインプリケーションが得られると考えられる。
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その一つは，職業資格と学問資格の架橋の問題である。イギリスは厳密な資格社会といわれ，

高等教育資格についても職業資格についてもその多様性は整理の困難を極める。じっさいに高

等教育資格の多様性については1996年のデアリング報告でも整理が勧告されている。ひるがえ

ってわが国の現状をみれば，専門職学位の創設が行政主導で行われたほか，各大学での職業資

格の単位認定も推進されている。とりわけ後者を適切に運用するに当たっては，イギリスのケ

ースから学びうる点はあると考えられる。また，大学評価・学位授与機構の学位授与事業にお

いても，大学による資格の単位認定を経由せず直接の単位認定が可能になるような制度の見直

しをはかる必要が見出された際には，参照すべきケースであるといえる。

また，単位移籍制度に関して，オープン・ユニバーシティでの資格取得のために移籍できる

学習に年数の制限があることは先に述べたとおりである。現在その種の制度を持たない機構の

学位授与事業の運営の改善に際して，このオープン・ユニバーシティの制度は，他の単位移籍

制度の多くが年数制限を設けていることとも相俟って，参考にされるべき事例であると考えら

れる。

さらに，OUVSによる評定サービスにおいて注目すべきは，課程の認定に際して自己評価書

を重視するという態度を表明していることと，最初の認定から年月の経った機関に対しては認

定に関する権限のいくつかをOUVSから各機関に委譲するという選択肢が用意されていること

である。これらの，認定に関わる方針は，機構の学位授与事業において短期大学および高等専

門学校の専攻科を認定すること，あるいは大学以外で高等教育レベルの教育を行っている機関

の課程を認定することに関して，制度を改革する際に指針のひとつとなりうるだけでなく，本

格実施を目前にした機構の大学評価事業に対しても一定のインプリケーションを与えうるとい

えよう。また，本稿では紙幅を割いて詳述することはしなかったが，OUVSによる単位換算の

サービスは，課程全体としてはオープン・ユニバーシティが資格を与えるに足る学習機会を用

意できない機関でも，資格に繋がる単位を認められるような科目ごとに，小さいユニットでの

認定がおこなわれるというものである。このような，教育のプロセスを評価して単位だけを認

定するという制度は機構にはない。しかしたとえば，現在学位授与事業において推進されてい

る専攻科の認定は，課程全体を大学に相当する教育を行う機関として認定した上で，そこに配

置されている個別の科目で得られた単位を大学の単位と同等のものとして認めているが，この

オープン・ユニバーシティの単位換算サービスの発想にもとづけば，科目ごとにその水準を評

価して，単位を認定するということも不可能ではないと思われる。このように考えると，平成3

年に当時の大学審議会が勧告した単位累積加算制度の実現に向けた検討事項のひとつとして，

大学を介しない機構による直接の単位の認定を取り上げる必要性も充分考えられる。このこと

は，先に述べた資格の単位認定とともに，高等教育の機会の拡大をはかる上で今後の学位授与

事業における課題のひとつとなるかも知れない。

すでに述べたように，オープン・ユニバーシティは単体の機関としてはイギリスでも最大規

模の大学である。機構が創立時に範を採ったCNAAが解散した後の単位累積加算制度を引き受

けたといっても，その背景には約4,000人の常勤のスタッフがいる。機構の学位授与事業とは規

模の点において大きな差があるが，学外での学習の累積により学問資格を授与するという制度

の趣旨は共通しており，とりわけ単位移籍制度と評定サービスは細かい実務のレベルにおいて

も，先行のケースとして注目するに値すると考える。
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［ABSTRACT］

The Credit Transfer System and the Validation Service

at the Open University

MORI Rie*

This article explicates the functions of the credit accumulation and the evaluation of learning

experiences executed at the Open University of the United Kingdom. The Open University (the OU,

hereafter) keeps five kinds of strategies as its nature, i.e., 1) Open to People, 2) Open to place, 3) Open to

method, 4) Open to ideas and 5) Open to time.  As it is seen in those strategies, the OU, which keeps the

policy of open admission, defines itself not only as an institution of distance learning but also a provider

of widened opportunity or access for higher education.

Given the mission above, the OU has functions to accelerate higher learning which allows learners to

earn degrees and/or diplomas. In this article it is mainly shown the architect of two kinds of programmes

of the OU. One of them is the Credit Transfer System and the other is Open University Validation

Services: OUVS. These two programmes have a characteristic in common, what is “external.” The

Credit Transfer System allows learners with prior study experiences at a higher level of learning to have

reduced the number of credits they must earn with OU in order to have awarded degrees and other

certificates/diplomas. OUVS is a service designed to allow people with various degrees and certificates

to earn those of the OU’s. The OU has this function as the successor of former CNAA that was abolished

in 1993, in order to keep it possible to earn academic credentials through credit accumulation and

transfer.

Needless to say, those kinds of recognitions of study which occurred outside the OU naturally

require the process of assessment of those external courses and/or learning of higher level in order to

decide whether students may reduce the number of credits which they should earn with the OU or not.

Thus, it can be said that the experience of the OU may suggest idea to NIAD-UE which now is

responsible for two kinds of tasks; the evaluation of external learning and the quality assurance of higher

education.
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